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東日本大震災への対応について（６）
（地方本部経由）
　連日の各種取り組みに対し、心より敬意を表します。

　また、３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震の被災地・被災者等に対する各地本・単組・総支部の御協力に心から感謝を申し上げます。

  さて、自治労本部対策本部における現地県本部等への、現在の対応状況等をお知らせします。
１．被災県本部との調査・打ち合わせ
　3月18～20日に福島県本部、22日に宮城県本部に本部役職員が入り、現地状況の集約および今後の支援の在り方について協議を行ってきました。中長期的な人的支援が必要であり、具体的な方法、場所、時期等について、本部・県本部で協議をしながら早急に人的支援の具体策を確定していきます。これに基づき、各県本部にも具体的な要請をしていくこととします。
　茨城県本部は24～25日、岩手県本部については日程の調整がつき次第、現地を訪問して打ち合わせを行っていきます。

２．緊急物資支援活動について
　自治労発310号（3/18）で要請をした物資支援活動は、各県本部のご協力により、8割程度の物資が集約されている状況です。これについては本部が依頼する運送業者によって25日夜、もしくは26日朝に本部を出発し、岩手・宮城・福島各県本部に輸送する予定です。
　今後の物資救援については、物品種類・対象者・配布方法などを当該県本部とも協議のうえ、実施を判断していきます。あらためて各県本部に要請する場合もありえますので、その際はご協力をお願いします。

３．連合の取り組みへの対応について
　連合は、「緊急カンパ」、「自衛隊による輸送スキーム」を活用した物資救援、「ボランティア派遣」等の取り組みを要請しています。カンパについては自治労として取り組むこととし、連合本部に対して産別として対応していきます。連合の物資救援は被災者全般を支援の対象としたもので、現在自治労本部が集約をしているものとは位置付けが異なります。単組などが独自に取り組むことはかまいませんが、産別としての指示はしません。ボランティア派遣については、地方連合会より要請等あると思われますが、今後の自治労としての取り組みの具体化を待ってから対応していただけるようお願いします。                                              以  上
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